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 初めに FAM210B 遺伝子が GATA-1 に直接その遺伝子発現を制御されていることを確認した。GATA-1 ChIP
シークエンスの結果をもとに、クロマチン免疫沈降法及びプロモーター解析を行った結果、FAM210B 遺伝子
の転写開始点から 4.0 kb下流のイントロン 1領域に GATA-1が結合することにより FAM210B は活性化される






細胞株である K562 細胞とヒト iPS (induced pluripotent stem) 細胞由来赤血球前駆細胞である HiDEP (Human 
induced pluripotent stem cell-derived erythroid progenitor) 細胞において FAM210Bの発現をノックダウンした結果
では、γ-globin (HBG)、α-globin (HBA)、5-aminolevulinate synthase 2 (ALAS2) の発現が有意に低下した。さら
に、K562細胞において FAM210B の発現をノックダウン後に、ヘミンによる赤血球分化を誘導した結果、ヘモ
グロビン陽性細胞割合の優位な低下を認めた。以上の結果より、FAM210B は赤血球分化において重要な役割
を果たしている可能性が示唆された。 
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 FAM210B の更なる機能解析により赤血球造血における新たな知見、延いては遺伝性貧血の病態解明につな
がるかもしれない。 
